
























私自身，薬がなかったら今ここにはいないだろう。何百万人という他のアメリカ人だって同
じだろう。しかしあなたが本当に病気を治したいなら，あなたの全存在に栄養を与えなけれ
ばならないし，そのための最もよい方法は鍼灸やハーブや整骨療法の手技といった生命力に
働きかける代替療法にあるのだ。

今日，私たちは自らを科学的であると誇らしげに思っている世界に生きている。すべての
事柄が，人に受け入れられるためには，科学によって立証されなければならず，また何かを
証明するには，最初に物事を部分に分割し，次にそれらの部分の１つひとつを際限なく証明
する過程に進んでいく。自分がしていることにあまりにも深入りすぎて，例えば，体には左
ひざの関節以外のところもあることを忘れてしまった専門家を私は何人も見てきた。

こうした細分化の過程が続き，またメディアが特定の試みや実験，他のテストの結果を報
道していくと，一般の人々も個々の部分に分割していくこういった研究のすべてに夢中に
なって，自分自身の内面にある全体性のことをも忘れてしまうのだ。

私たちは，医者も患者も，みんながその全体性に戻らなければならない。確かに，部分も
重要ではあるが，全体像を把握していなければ個々の要素を理解しても何の役にも立たない
だろう。この世界には統計学者の描く鐘形曲線では捉えきれないものがあるのだ。

【配点】　60 点
（１）	 ８点	 （２）　10 点	 （３）　10 点	 （４）　10 点
（５）	 10 点	 （６）　６点（各２点）	 （７）　６点（各３点）
【配点の目安】

（１）	 For	that	matter,	when	was	the	last	time	you	went	an	entire	year	without	a	doctor	
prescribing	antibiotics	to	at	least	one	member	of	your	family?（８点）

	 go	without	～「～なしで済ませる」を訳出できていないもの　－３点
	 単語レベルのミス・脱落は１件につき１点減点とする。

（２）	 以下のように２つの区分を設定する。単語レベルのミス・脱落は１件につき１点減点
とし，区分を超えて減点はしない。

	 ①医者が病気の人を診断し，病気の人を治療するために薬を処方すると，（６点）
	 ②患者はすぐに，その薬は効くだろうと考える。（４点）

（３）	 以下のように４つの区分を設定する。単語レベルのミス・脱落は１件につき１点減点
とし，区分を超えて減点はしない。

	 ① the	treatment	was	successful	enough	that	even	the	boy’s	pediatrician	eventually	
admitted（３点）

	 　successful	enough	that	の構造を正しく訳出できていないもの　－２点
	 ②	,	after	six	months	had	passed,	（２点）
	 　admitted	を修飾する副詞節として解釈できていないもの　－２点
	 ③ that	the	child	hadn’t	had	an	ear	infection	since（３点）
	 　that	～	を	admitted	の目的語として解釈できていないもの　－２点
	 　since（the	child	had	got	treatment）と解釈できていないもの　－１点
	 ④	,	although	before,	he	had	been	averaging	one	every	six	weeks（２点）
	 　he	had	been（infected）の構造が読み取れていないもの　－２点








